
野
　
地
　
潤
　
家
　
先
　
生

大
正
九
年
　
二
九
二
〇
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
歳

二
月
四
日
へ
愛
媛
県
喜
多
郡
菅
田
村
(
別
大
洲
市
菅
田
町
)
大
字
大
竹
甲
1

0
0
1
番
地
第
1
に
'
父
野
地
伊
佐
夫
へ
母
サ
ツ
キ
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

父
伊
佐
夫
は
明
治
7
四
年
二
八
八
二
九
月
1
0
日
'
父
村
上
伝
治
郎
'
母
サ

ー
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
へ
明
治
1
七
年
　
二
八
八
四
)
　
1
二
月
、
野
地
治
三

郎
と
益
子
縁
組
を
し
た
。
母
サ
ツ
キ
は
明
治
1
五
年
二
八
八
二
)
六
月
二
八

日
'
愛
媛
県
喜
多
部
喜
多
山
村
大
字
喜
多
山
乙
三
〇
六
番
地
に
父
久
保
田
忠
次

郎
'
母
ク
ネ
の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
明
治
三
五
年
二
九
〇
二
)
　
7
月
二

九
日
、
伊
佐
夫
の
兄
村
上
伝
と
結
婚
し
'
明
治
三
六
年
二
九
〇
三
)
　
五
月
五

日
、
長
女
γ
ル
工
が
生
ま
れ
た
。
の
ち
'
村
上
伝
は
'
日
露
戦
役
に
出
征
し
、

東
鶏
冠
山
北
砲
台
の
戦
闘
に
決
死
隊
の
1
員
と
し
て
加
わ
り
、
戦
死
し
た
。
伝

の
戦
死
後
'
村
上
家
の
要
請
も
あ
っ
て
'
伝
の
弟
伊
佐
夫
と
結
婚
し
た
。
明
治

四
1
年
二
九
〇
八
)
　
1
月
丁
二
日
、
長
姉
重
古
出
生
。
・
0
い
で
、
明
治
四
四

年
H
九
二
)
　
二
万
四
日
へ
次
姉
花
子
(
後
年
'
節
子
と
改
名
し
た
。
)
也

生
。
大
正
三
年
(
1
九
7
四
)
四
月
二
7
日
'
兄
正
明
出
生
3
し
か
し
、
兄
正

明
は
大
正
九
年
二
九
二
〇
)
一
月
二
三
日
、
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
整
形
外

科
に
て
死
亡
し
た
。
母
の
胎
内
に
い
る
時
'
母
が
転
ん
だ
の
が
も
と
で
'
生
ま

れ
つ
き
足
が
わ
る
く
そ
の
手
術
を
す
る
た
め
九
大
附
属
病
院
に
入
院
し
て
い

た
が
'
手
術
時
の
麻
酔
薬
の
き
き
す
ぎ
の
た
め
'
つ
い
に
意
識
が
も
ど
ら
な
か

っ
た
と
い
う
。
性
来
や
さ
し
く
か
つ
聴
明
だ
っ
た
兄
正
肌
の
こ
と
は
'
折
に
ふ

れ
て
母
の
口
か
ら
よ
く
聞
か
さ
れ
た
。
長
男
を
う
し
な
っ
た
後
に
生
ま
れ
て
き

年
　
譜

た
た
め
'
両
親
と
し
て
は
こ
と
の
ほ
か
大
部
に
育
て
た
の
だ
と
、
三
人
の
姉
た

ち
　
(
ツ
ル
エ
・
盃
古
・
花
子
)
　
は
'
よ
-
話
し
て
く
れ
た
。

潤
家
と
い
う
名
前
は
'
父
伊
佐
夫
と
姉
ツ
ル
工
と
が
辞
書
を
め
-
つ
て
い
る

う
ち
'
潤
屋
　
(
「
礼
記
」
の
呂
潤
レ
屋
、
柚
潤
レ
身
)
　
に
め
ぐ
り
あ
い
、
そ
れ
を

も
と
に
し
て
つ
け
た
と
い
う
。

大
正
二
年
J
H
九
二
二
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
歳

五
月
八
日
、
後
年
研
究
の
対
象
の
T
つ
と
し
た
「
国
語
の
力
」
　
(
珂
内
松
三

著
'
不
老
閤
刊
)
が
刊
行
さ
れ
る
。

大
正
二
一
年
　
二
九
二
三
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
歳

五
月
九
日
、
弟
忠
判
が
生
ま
れ
る
。
弟
の
名
づ
け
の
舵
の
こ
と
が
不
思
議
と

印
象
に
残
っ
て
い
る
。
当
時
わ
が
家
は
ま
だ
石
油
ラ
ン
プ
で
'
山
間
の
集
落
に

は
ま
だ
電
燈
は
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
ラ
ソ
プ
の
ひ
か
り
に
照
ら
さ
れ
'
母
に

抱
か
れ
て
い
5
1
弟
(
あ
か
ん
ば
う
)
の
既
の
こ
と
を
お
ぼ
え
て
い
る
0
-

大
正
二
二
年
二
九
二
四
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
歳

大
雨
が
降
っ
て
眺
水
に
な
り
、
山
の
道
路
が
ま
る
で
川
の
よ
う
に
な
っ
て
流

れ
た
。
わ
が
家
の
下
の
方
へ
降
り
て
'
出
水
の
様
子
を
見
に
母
か
姉
に
連
れ
ら

れ
て
行
き
、
励
い
て
い
た
下
駄
を
と
ら
れ
て
流
失
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
を
、
子

ど
も
心
に
お
ぼ
え
て
い
る
。

大
正
1
四
年
　
二
九
二
五
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
歳

隣
近
所
の
子
ど
も
た
ち
と
夢
中
に
な
っ
て
よ
く
遊
ん
だ
3
小
学
校
へ
の
入
学

が
し
だ
い
に
近
づ
い
て
い
た
が
'
遊
び
ほ
う
け
て
、
数
も
こ
と
ば
も
お
ぼ
え
よ
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う
と
は
し
な
か
っ
た
。
母
と
姉
と
が
心
配
し
て
'
囲
炉
裡
判
で
、
数
の
か
ぞ
え

か
た
を
教
え
て
く
れ
た
の
を
お
ぼ
え
て
い
る
。

大
正
丁
五
年
・
昭
和
元
年
二
九
二
六
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
歳

1
二
月
二
五
日
へ
大
正
天
虫
崩
御
。
当
時
愛
媛
県
立
大
洲
高
等
女
学
校
に
通

っ
て
い
た
次
姉
花
子
が
天
皇
崩
御
の
こ
と
で
学
校
か
ら
の
通
知
に
接
し
'
な
に

か
と
両
親
に
相
談
し
た
り
、
話
題
に
し
て
い
た
の
を
お
ぼ
え
て
い
る
。

昭
和
二
年
　
二
九
二
七
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
歳

四
月
'
菅
田
尋
甚
尚
等
小
学
校
尋
常
科
第
7
学
年
に
入
学
し
大
竹
分
数
易

二
年
か
ら
四
年
ま
で
、
複
式
二
学
級
)
　
に
通
う
。
入
学
式
の
あ
る
日
の
胡
'

母
は
赤
飯
を
た
い
て
入
学
の
か
ど
で
を
祝
っ
て
く
れ
た
。
各
学
期
の
始
業
式
の

あ
る
日
も
へ
　
こ
の
こ
と
は
ず
っ
と
つ
づ
け
て
-
れ
た
。
中
学
校
へ
通
う
よ
う
に

な
っ
て
も
、
こ
の
こ
と
は
つ
づ
け
て
-
れ
た
。
な
つ
か
し
い
恩
い
出
で
あ
る
。

担
任
は
若
い
女
教
師
の
吉
田
文
子
先
生
だ
っ
た
.
文
字
ど
お
り
花
が
咲
き
匂

っ
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
笑
顔
の
美
し
い
先
生
で
あ
っ
た
。
第
三
学
期

(
昭
和
三
年
7
月
測
定
)
　
の
身
体
状
況
は
'
身
長
二
六
セ
ソ
チ
メ
ー
ト
ル
'

体
重
二
三
二
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
'
胸
囲
は
六
1
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
学

級
は
男
女
あ
わ
せ
て
二
九
名
。
七
月
に
二
日
の
病
気
欠
席
が
あ
っ
た
。

昭
和
三
年
二
九
二
八
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
歳

八
月
'
大
村
は
ま
先
生
'
信
州
諏
訪
高
女
に
ご
赴
任
に
な
る
。
約
二
〇
余
年

後
'
ご
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。

7
0
月
〓
ハ
日
'
妹
久
美
子
生
ま
れ
る
.
妹
が
生
ま
れ
た
時
は
'
南
久
米
村

梅
川
憂
媛
県
喜
多
郎
)
　
の
姉
(
重
古
)
　
の
嫁
い
だ
大
野
家
へ
泊
ま
り
に
次
姉

に
連
れ
て
い
か
れ
て
い
た
。
帰
宅
し
て
'
妹
の
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。

二
年
生
の
担
任
は
西
村
郷
7
先
生
。
す
で
に
小
学
校
長
を
退
職
さ
れ
'
分
教
場

に
臨
時
に
教
員
と
し
て
来
て
お
ら
れ
た
老
先
生
で
あ
っ
た
。
時
に
は
'
ポ
ケ
ッ

ト
か
ら
あ
め
玉
を
と
り
出
し
'
そ
れ
を
口
に
入
れ
て
、
授
業
を
さ
れ
た
り
し
た
。

第
三
学
期
(
昭
和
四
年
1
月
測
定
)
　
の
身
体
状
況
は
'
身
長
1
二
〇
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
へ
体
重
二
六
・
九
キ
ロ
グ
ラ
ム
'
胸
囲
は
六
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ

っ
た
。
昭
和
四
年
一
一
九
二
九
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
歳

三
年
生
の
担
任
は
矢
野
健
行
先
生
だ
っ
た
。
め
が
ね
を
か
け
て
い
ら
し
た
。

第
三
学
期
(
昭
和
五
年
7
月
測
定
)
　
の
身
体
状
況
は
'
身
長
丁
二
三
・
五
セ
ソ

チ
メ
I
ト
ル
'
体
重
二
〇
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
　
(
第
二
学
期
∧
九
月
V
は
'
二

五
キ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
か
ら
'
ず
い
ぶ
ん
投
せ
た
こ
と
に
な
る
。
)
'
胸
囲
は
六

五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
.
九
月
に
1
回
遅
刻
を
し
て
い
る
。
矢
野

健
行
先
生
に
は
'
後
年
'
太
平
洋
戦
争
下
、
菅
田
本
校
に
お
勤
め
に
な
っ
て
い

る
こ
ろ
'
特
に
お
餅
い
し
て
、
帰
省
し
た
折
'
授
業
を
み
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
晩
は
、
宿
直
室
に
泊
め
て
い
た
だ
き
'
い
ろ
い
ろ
お
話
を
う

か
が
っ
た
。

二
月
、
後
年
、
広
島
高
師
時
代
に
出
会
う
'
「
国
語
国
文
の
教
育
」
(
西
尾

実
著
、
古
今
書
院
刊
)
　
が
刊
行
さ
れ
る
。

昭
和
五
年
二
九
三
〇
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
歳

四
年
生
の
担
任
は
小
泉
(
の
ち
、
宮
田
と
改
姓
)
茂
拙
先
生
だ
っ
た
。
児
童

数
は
同
じ
-
二
九
名
だ
っ
た
。
第
三
学
期
(
昭
和
六
年
一
月
測
定
)
　
の
身
体
状

況
は
'
身
長
二
二
八
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
'
体
重
二
七
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
'

胸
囲
は
六
六
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
.
遅
刻
は
五
月
に
1
回
し
て
い

る
。
各
学
期
と
も
級
長
を
つ
と
め
た
。
第
二
学
期
も
半
ば
'
両
親
が
稲
の
刈
り

入
れ
に
か
か
っ
て
い
る
こ
ろ
、
家
で
妹
久
美
子
の
子
守
り
を
し
な
が
ら
'
勉
強
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へ
の
ほ
ん
と
う
の
気
指
を
励
め
た
。
担
任
の
小
泉
茂
租
先
生
か
ら
'
「
納
税
」

と
超
す
る
綴
り
方
を
か
い
て
-
る
よ
う
に
言
わ
れ
'
み
ず
か
ら
腹
案
を
締
っ
て

書
い
て
投
出
し
た
。

昭
和
六
年
二
九
三
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1
歳

五
年
生
に
な
る
と
、
大
竹
分
教
場
か
ら
本
校
(
大
字
菅
田
に
あ
る
'
菅
田
尋

笠
向
等
小
学
校
)
　
に
通
学
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
朝
早
-
家
を
出
て
'
途

中
肱
川
を
渡
舟
で
渡
っ
た
り
し
な
か
ら
'
か
な
り
の
道
の
り
を
徒
歩
で
通
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
担
任
は
城
戸
恒
雄
先
生
で
あ
っ
た
。
本
校
で
は
'
高

学
年
は
男
女
に
わ
か
れ
て
学
級
が
柘
成
さ
れ
て
い
た
.
尋
五
男
子
組
は
六
四
名
'

女
子
組
は
四
四
名
、
担
任
は
山
口
政
雄
先
生
で
あ
っ
た
Q
遅
刻
は
'
五
月
に
1

回
、
六
月
に
二
回
'
九
月
に
二
回
、
1
0
月
に
T
回
、
三
月
に
1
回
あ
っ
た
.

第
二
学
期
は
級
長
を
つ
と
め
た
。
ま
た
へ
ラ
ソ
ユ
ン
グ
選
手
と
し
て
'
六
年
生

の
選
手
と
と
も
に
'
郡
内
の
他
校
で
の
交
流
試
合
に
参
加
し
た
。
第
三
学
期

(
昭
和
七
年
7
月
)
　
の
身
体
状
況
は
'
身
長
一
三
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
体
重

は
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
へ
胸
囲
は
六
六
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
ラ
ソ

一
l
ソ
グ
逆
手
と
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
た
と
こ
ろ
'
父
親
は
大
洲
町
か
ら
'
グ

リ
コ
を
箱
入
り
で
も
と
め
て
帰
り
'
そ
れ
を
母
親
が
毎
朝
1
箱
ず
つ
渡
し
て
-

れ
た
も
の
だ
っ
た
o
弟
も
妹
も
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
と
'
の
ち
に
な
っ
て
も
忘

れ
ず
に
言
っ
た
り
し
た
.

グ
ラ
ム
'
胸
囲
は
ど
う
し
た
こ
と
か
記
入
が
な
い
。
第
二
学
期
(
九
月
)
　
の
時

点
で
は
七
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
遅
刻
は
7
二
月
に
7
回
で
あ
っ
た
。

六
か
年
を
通
じ
て
の
精
勤
賞
を
受
け
た
。

修
学
旅
行
は
大
分
県
下
別
府
温
泉
で
あ
っ
た
。
五
〇
銭
の
こ
づ
か
い
を
も
ら

っ
て
'
八
幡
浜
か
ら
豊
漁
海
峡
を
渡
っ
て
別
府
港
へ
。
み
ん
な
船
酔
い
を
し
て

し
ま
っ
た
.
附
癖
い
の
昧
村
実
先
生
、
山
口
政
雄
先
生
お
ふ
た
り
は
'
さ
す
が

に
お
元
気
だ
っ
た
。
こ
づ
か
い
は
た
ち
ま
ち
は
か
な
-
な
っ
て
し
ま
い
'
さ
び

し
か
っ
た
。
当
時
へ
運
動
会
の
徒
競
走
'
障
害
物
井
走
は
'
ず
っ
と
テ
ー
プ
を

切
っ
て
い
た
O

昭
和
八
年
二
九
三
三
一

三
月
二
五
日
'
菅
田
尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
た
。

1
三
歳

昭
和
七
年
二
九
三
二
)

1
二
歳

1
学
期
末
'
父
'
自
転
車
(
子
ど
も
用
)
を
買
っ
て
-
れ
る
。

六
年
生
(
男
子
組
)
　
の
担
任
は
味
村
実
先
生
(
喜
多
部
長
浜
町
ご
出
身
)
　
で

あ
っ
た
。
児
童
数
は
六
二
名
に
な
っ
た
。
第
三
学
期
(
昭
和
八
年
1
月
測
定
)

の
身
体
状
況
は
、
身
長
三
l
六
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
へ
体
韮
三
二
・
五
キ
ロ

卒
業
式
の
席
上
、
矢
野
現
校
長
先
生
が
t
と
-
に
名
前
を
挙
げ
て
、
よ
-
努

力
し
た
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
と
た
ん
'
ふ
っ
と
ふ
り
か
え
っ
て
こ
ち

ら
を
見
た
'
同
級
生
の
M
さ
ん
の
視
線
は
い
つ
ま
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

四
月
'
隣
接
大
洲
町
に
あ
っ
た
、
愛
媛
股
立
大
洲
中
学
校
に
入
学
す
る
。
当

時
'
菅
田
小
学
校
か
ら
の
進
学
者
は
男
子
で
は
一
人
だ
っ
た
。
昭
和
初
期
の
世

界
的
不
況
か
ら
脱
し
切
れ
ず
'
蔑
村
は
ず
い
ぶ
ん
疲
弊
に
職
い
で
い
る
時
代
で

あ
っ
た
。
担
任
は
福
居
(
の
ち
、
河
内
と
改
姓
)
錬
三
郎
先
生
。
第
1
学
期
は
'

学
友
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
る
ま
で
'
仮
級
長
を
つ
と
め
た
。
第
1

学
期
(
四
月
検
至
　
の
身
体
状
況
は
、
身
長
三
1
<
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
'
体
重

三
四
・
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
へ
胸
囲
七
1
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

と
み
す

二
月
四
日
'
富
士
山
1
周
(
本
校
-
税
務
署
前
-
女
学
校
前
-
蚕
業
取
締

所
前
-
河
野
写
真
館
前
-
富
士
橋
「
菅
田
東
-
松
ケ
昇
-
十
枚
ケ
橋
-
若
宮
-

肱
川
桁
-
中
町
-
小
学
校
前
I
本
校
)
　
マ
ラ
ソ
ン
に
初
め
て
参
加
す
る
。
1
年
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か
ら
五
年
ま
で
全
校
参
加
の
マ
ラ
ソ
ソ
で
あ
る
。
順
位
二
〇
番
ま
で
が
入
貨
と

i
う
L
J
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
1
五
番
に
入
る
。
タ
イ
ム
は
六
七
分
三
六
秒
で

あ
っ
た
。昭
和
九
年
二
九
三
四
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
四
歳

二
年
生
の
担
任
は
白
田
時
大
先
生
(
東
京
高
等
師
職
学
校
文
科
第
二
部
∧
国

語
摂
文
∨
出
身
)
　
で
あ
っ
た
。
身
体
状
況
(
四
月
検
査
)
は
'
身
長
1
四
五
セ

/
チ
メ
ー
ト
ル
、
体
重
四
一
・
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
'
胸
囲
は
七
六
セ
ソ
チ
メ
ー
ト

ル
で
あ
っ
た
O

肱
川
に
か
か
っ
て
い
る
富
士
橋
の
あ
た
り
を
会
切
に
し
て
開
か
れ
た
水
泳
大

会
で
は
樺
飛
び
込
み
で
入
貿
し
た
。

中
一
の
時
も
、
中
二
の
時
も
'
陸
軍
幼
年
学
校
の
身
体
検
査
・
学
科
試
験
を

受
け
た
が
'
結
果
一
学
科
試
験
)
　
は
思
わ
し
く
な
か
っ
た
。

昭
和
1
0
年
二
九
三
五
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
五
歳

三
年
生
の
担
任
は
'
ひ
き
つ
づ
き
白
田
時
大
先
生
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
初
夏
'

両
親
に
は
無
断
で
小
学
校
時
代
か
ら
の
郵
成
貯
金
通
帳
か
ら
預
金
を
全
部
引
き

出
し
へ
東
京
文
学
院
諸
本
(
六
冊
、
六
円
八
〇
銭
)
を
購
入
し
た
。
文
学
(
刺

作
一
へ
の
ひ
と
り
勉
強
を
始
め
'
東
京
文
学
院
の
機
関
誌
(
投
稿
を
主
に
し
た
)

に
投
稿
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
3
三
年
次
'
副
級
長
を
つ
と
め
た
Q
身
体
状
況

(
四
月
検
査
)
は
'
身
長
一
五
二
セ
ソ
チ
メ
ー
ト
ル
'
体
重
四
六
・
二
七
キ
ロ

グ
ラ
ム
'
胸
囲
は
七
九
セ
ン
チ
メ
1
-
ル
で
あ
っ
た
。
級
友
伊
東
君
・
長
谷
川

博
君
ら
と
と
も
に
陸
上
弟
技
部
に
入
っ
て
、
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
へ
　
7
五
〇
〇
メ

ー
ト
ル
を
練
習
し
た
。

昭
和
H
年
二
九
三
六
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓
ハ
歳

四
年
に
な
る
と
'
進
学
コ
ー
ス
-
就
職
コ
ー
ス
の
二
組
に
わ
か
れ
た
。
西
組

は
進
学
組
'
担
任
は
ひ
き
つ
づ
き
白
田
時
大
先
生
で
あ
っ
た
3
東
組
の
担
任
は

仲
田
庸
幸
先
生
(
広
島
高
等
師
範
学
校
文
科
第
1
部
∧
国
語
洪
文
>
ご
出
身
)

で
あ
っ
た
。

四
月
中
旬
'
南
九
州
へ
修
学
旅
行
。
八
幡
浜
1
人
分
1
阿
蘇
(
坊
聖
1
熊

本
1
鹿
児
島
1
高
千
穂
1
宮
崎
I
・
別
府
と
い
う
コ
ー
ス
だ
っ
た
。
こ
の
時
の
こ

つ
か
い
は
五
円
で
あ
っ
た
。
旅
行
中
、
俳
句
を
つ
く
り
手
帳
に
書
き
つ
け
て
い

っ
た
。
お
よ
そ
三
四
〇
句
に
も
の
ぼ
っ
た
。

身
体
状
況
(
四
月
検
至
は
、
身
長
1
五
六
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
休
1
.
に

五
二
・
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
へ
胸
囲
は
八
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

昭
和
7
二
年
二
九
三
七
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
七
歳

五
年
生
の
担
任
も
持
ち
上
が
り
で
白
田
時
大
先
生
で
あ
っ
た
。
第
二
学
期
、

配
属
将
校
の
す
す
め
で
陸
軍
士
官
学
校
の
入
学
試
験
を
受
け
る
。
校
友
会
i
-
I
動

で
は
'
教
練
部
の
政
事
を
つ
と
め
た
。
身
体
状
況
(
四
月
検
査
)
は
'
身
長
7

六
〇
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
'
体
重
五
四
・
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
'
胸
囲
は
八
六
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
校
友
会
誌
「
予
草
」
に
詩
・
随
想
な
ど
を
寄
稿
し

た
。投
稿
文
芸
誌
「
秀
才
文
芸
」
　
7
0
月
号
に
人
選
し
た
詩
「
サ
ナ
-
リ
ウ
ム
」

(
薮
田
義
雄
氏
選
)
に
対
し
て
'
第
二
回
秀
才
文
芸
箕
を
甲
り
れ
た
。
受
光
者

に
は
「
置
時
計
」
が
記
念
品
に
甲
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
'
こ
れ
は
つ

い
に
と
ど
か
な
か
っ
た
。
こ
の
時
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
野
池
水
哉
で
あ
っ
た
o

昭
和
1
三
年
(
1
九
三
八
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
八
歳

三
月
五
日
'
愛
媛
県
立
大
洲
中
学
校
卒
業
。
「
春
の
馬
お
も
ひ
お
も
ひ
に
梨

立
ち
け
り
」
の
句
を
来
賓
の
方
か
ら
卒
業
生
へ
の
は
な
む
け
と
し
て
甲
り
れ
た
。

校
長
は
有
馬
純
次
先
生
で
あ
っ
た
。
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凹
月
か
ら
大
洲
税
務
署
(
当
時
'
税
務
既
暫
局
は
広
島
市
八
丁
堀
に
あ
っ
た
.
)

に
願
と
し
て
勤
め
た
。
勤
め
な
が
ら
、
広
島
高
等
師
範
学
校
文
科
第
1
部
(
国

語
淡
文
)
　
の
受
験
勉
強
を
進
め
た
。
俸
給
月
朝
は
三
〇
円
へ
六
月
か
ら
は
三
二

円
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
受
験
参
考
書
を
購
入
し
、
一
方
始
め
ら
れ
た
ば
か
り
の

欧
文
祉
(
現
旺
文
社
)
　
の
通
信
添
削
を
も
受
け
た
。
1
0
月
1
四
日
附
で
大
洲

税
務
署
を
退
き
'
受
験
勉
強
に
専
念
し
た
。

1
二
月
二
六
・
二
七
の
両
日
'
広
島
高
等
師
範
学
校
の
入
学
試
験
を
受
け
た
。

受
験
番
号
は
T
三
番
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
大
洲
中
学
校
を
受
験
す
る
時
は
'

四
1
番
で
あ
っ
た
。

昭
和
1
四
年
二
九
三
九
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
九
歳

印
が
明
け
て
'
広
島
高
等
師
範
学
校
入
学
試
験
の
う
ち
、
第
二
次
試
験
(
専

門
科
目
の
試
問
と
人
物
の
試
問
)
　
を
受
け
る
。
合
格
す
る
O

四
月
二
日
'
広
島
高
等
師
範
学
校
文
科
第
7
部
入
学
。
校
長
は
塚
原
政
次

教
授
、
文
科
第
一
部
主
幹
は
鶴
田
常
吉
先
生
で
あ
っ
た
。
岡
木
肌
(
四
明
と
号

さ
れ
た
一
教
授
の
主
宰
さ
れ
た
短
歌
結
社
　
(
「
言
霊
」
誌
発
行
)
　
に
入
り
へ
短

歌
実
作
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。
毎
月
閃
か
れ
る
歌
会
に
も
参
加
し
た
。
第
1

学
年
の
間
は
全
寮
制
で
'
浮
風
寮
に
入
っ
た
。
所
属
は
陸
上
競
技
部
で
'
1
三

号
雪
宣
長
は
三
芳
利
治
氏
(
型
l
)
.
別
宅
長
は
河
本
関
1
氏
(
文
二
一
で

VStMHk
こ
の
年
'
井
上
校
閲
先
生
(
吉
S
)
'
熊
本
師
範
学
校
教
諭
か
ら
広
島
高
等

師
昭
学
校
助
教
授
と
し
て
ご
来
任
。
そ
れ
か
ら
長
-
ご
指
導
を
受
け
る
こ
と
に

I
S
]
閉
E
昭
和
1
五
年
二
九
四
〇
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
歳

高
等
師
?
l
l
&
生
に
な
っ
て
'
広
島
市
水
主
町
の
日
野
さ
ん
方
に
下
宿
す
る
。

移
っ
た
へ
や
は
'
た
ま
た
ま
大
谷
藤
子
氏
一
後
年
の
女
流
作
家
)
　
が
下
宿
し
て

お
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
大
谷
藤
子
氏
は
広
島
女
学
院
の
教
師
を
勤
め

て
お
ら
れ
た
。

夏
休
み
に
入
っ
て
も
、
七
月
末
ま
で
広
島
に
残
り
'
毎
日
の
よ
う
に
図
書
館

に
通
っ
て
'
「
戦
記
物
語
と
国
民
性
」
と
い
う
'
か
な
り
の
分
塁
の
レ
ポ
ー
ト

を
ま
と
め
'
休
暇
あ
け
'
鶴
田
常
吉
教
授
の
も
と
に
提
出
し
た
。
二
年
生
の
白

山
研
究
の
1
環
と
し
て
挺
出
を
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
.

昭
和
〓
ハ
年
二
九
四
7
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
歳

三
月
下
旬
　
(
二
1
日
∧
金
V
か
ら
二
八
日
∧
金
∨
ま
で
)
、
近
畿
地
方
へ

研
究
旅
行
。
引
率
教
官
は
鶴
田
常
吉
教
授
。
主
と
し
て
醇
柔
の
歌
枕
を
訪
ね
る

旅
で
あ
っ
た
。
高
等
師
範
三
年
生
に
な
っ
て
'
再
び
浮
風
寮
に
入
る
。
副
室
長
。

室
員
の
一
人
に
文
科
第
1
部
乙
　
(
大
陸
科
と
称
し
て
い
た
一
所
屑
の
小
川
利
雄

氏
(
後
に
広
島
高
等
師
範
附
属
国
民
学
校
・
広
島
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校

教
諭
'
現
安
田
女
子
大
学
助
教
授
)
　
が
い
た
。

1
二
月
八
日
'
太
平
洋
戦
争
に
突
入
す
る
。
宣
戦
布
告
の
こ
と
を
浮
風
寮
で

き
く
。
や
が
て
広
島
市
内
の
菓
子
店
な
ど
の
店
頭
か
ら
'
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
を

は
じ
め
、
生
菓
子
の
帯
は
す
べ
て
姿
を
消
し
て
し
ま
う
.

こ
の
7
年
間
の
通
読
冊
数
は
1
四
三
に
の
ぼ
る
。
こ
の
読
破
冊
数
は
、
爾
後

み
ず
か
ら
の
読
書
生
活
の
努
力
目
標
の
一
つ
と
な
る
。
こ
の
年
へ
小
川
利
雄
氏

ら
の
受
講
を
通
じ
て
'
藤
原
与
1
先
生
に
め
ぐ
り
会
う
。
金
子
金
治
郎
先
生
ご

来
任
。
「
源
氏
物
語
」
の
ご
授
業
を
受
け
る
。
や
が
て
応
召
出
征
さ
れ
た
.

昭
和
1
七
年
　
(
l
九
門
二
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
歳

六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
附
属
国
民
学
校
・
附
属
中
学
校
で
の
教
育
実
習

に
参
加
す
る
。
指
導
教
官
は
'
附
属
国
民
学
校
が
田
上
新
富
先
生
'
附
属
中
学
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校
の
方
は
瀬
群
敦
　
(
統
三
)
　
先
生
'
満
窪
鉄
夫
先
生
、
小
谷
等
先
生
で
あ
っ
た
。

中
学
校
で
は
研
究
授
業
　
(
撰
文
'
頼
山
陽
の
詩
)
　
を
し
た
。

八
月
〓
ハ
日
朝
'
卒
業
論
文
一
「
言
霊
信
仰
の
回
想
と
光
撃
並
び
に
護
持
」
)

を
招
き
上
げ
て
担
出
す
る
。
指
導
教
官
は
岡
本
明
教
授
で
あ
っ
た
。

九
月
二
三
日
、
広
島
高
等
師
範
学
校
文
科
第
7
部
練
り
上
げ
卒
業
。
戦
時
下
'

学
友
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
軍
隊
に
入
っ
た
り
'
外
地
の
中
等
学
校
へ
赴
任
し
た
り

し
た
。
7
0
月
丁
目
'
広
島
文
班
科
大
学
文
学
科
(
国
語
学
国
文
学
専
攻
)
に

入
学
す
る
。
土
井
忠
生
教
授
'
鈴
木
敏
也
教
授
'
藤
原
与
1
講
師
の
ご
指
導
を

い
た
だ
く
.

こ
の
年
'
家
庭
教
師
と
し
て
森
岡
千
代
子
(
当
時
'
小
学
校
六
年
生
)
　
を
教

え
る
。
昭
和
二
〇
年
八
月
六
日
'
原
魅
投
下
に
あ
い
な
く
な
る
。
昭
和
五
〇
年

(
7
九
七
五
)
へ
そ
の
挽
歌
集
「
柿
照
菓
」
　
(
瑛
水
社
刊
)
　
を
刊
行
し
た
。

こ
の
年
'
夏
休
み
前
、
貴
下
三
郎
先
生
ご
来
任
'
西
鶴
文
学
の
講
読
を
し
て

い
た
だ
く
。
昭
和
1
八
年
　
(
1
九
四
三
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
歳

7
0
月
か
ら
'
文
班
科
大
学
二
年
生
。
夏
休
み
前
の
「
言
盟
」
歌
会
で
'
急

に
話
(
歌
謡
あ
る
い
は
文
学
講
話
)
を
す
る
よ
う
に
岡
本
明
先
生
か
ら
言
わ
れ
'

自
信
も
な
い
ま
ま
'
そ
の
場
で
み
ず
か
ら
の
考
え
を
ま
と
め
つ
つ
話
し
た
。
こ

れ
が
人
前
で
話
す
体
験
を
し
た
初
め
で
あ
っ
た
。
爾
来
'
回
数
を
P
L
ね
て
現
在

に
及
び
'
昭
和
五
五
年
二
九
八
〇
)
九
月
末
で
は
'
三
'
三
〇
〇
回
を
こ
え

て
い
る
。
八
月
'
第
八
回
言
霊
夏
行
が
蛇
串
市
内
長
良
川
の
ほ
と
り
に
あ
る
等
応
寺
で

閃
か
れ
参
加
す
る
。
「
働
実
論
」
を
報
告
し
た
。
朗
詠
大
会
で
入
貿
L
t
北
住

敏
夫
氏
著
「
万
葉
の
諸
相
」
を
甲
b
れ
た
。
つ
づ
い
て
、
名
古
屋
市
内
'
愛
知

県
女
子
師
範
学
校
講
堂
で
開
か
れ
た
芙
夫
君
志
会
主
催
の
万
葉
集
夏
期
講
座
に

参
加
し
た
。
高
木
尊
之
助
・
沢
潟
久
孝
・
山
田
孝
雄
・
久
松
潜
T
・
平
林
治
徳

・
倉
野
宿
司
・
松
田
好
夫
氏
ら
の
講
義
を
聴
-
機
会
に
初
め
て
恵
ま
れ
た
o
こ

の
講
座
に
は
'
泊
め
て
も
ら
っ
て
い
た
市
内
の
種
椛
正
徳
氏
宅
か
ら
通
っ
た
。

種
桁
i
E
徳
氏
の
妹
千
代
子
さ
ん
　
(
当
時
'
名
古
屋
市
立
高
女
生
一
も
1
緒
だ
っ

た
。
昭
和
1
九
年
二
九
四
四
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
歳

土
井
忠
生
先
生
の
ご
指
導
を
受
け
て
'
卒
業
論
文
の
題
目
を
「
話
し
こ
と
ば

の
教
育
」
と
す
る
。

八
月
、
文
科
系
の
学
生
は
広
島
県
下
竹
原
町
の
春
草
園
に
移
り
、
電
錬
工
場

で
は
た
ら
-
〇
三
井
系
の
電
雛
工
切
へ
通
う
て
は
た
ら
い
て
い
る
う
ち
'
ふ
と

し
た
こ
と
か
ら
、
竹
原
町
在
住
の
戸
河
家
の
方
々
と
知
り
合
う
。
ま
た
、
竹
原

町
在
住
の
「
言
笠
」
関
係
の
会
員
の
方
々
と
の
短
歌
を
通
じ
て
の
交
流
も
あ
っ

た
。
戦
争
の
激
化
と
と
も
に
徴
兵
桁
予
は
な
-
な
り
'
陸
軍
特
別
甲
種
幹
部
供

祁
生
と
し
て
、
仙
台
陸
軍
飛
行
学
校
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
.

勤
労
動
員
先
で
あ
っ
た
竹
原
の
町
を
離
れ
へ
仙
台
陸
軍
飛
行
学
校
へ
入
校
す

る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
学
友
の
ひ
と
り
は
'
つ
ぎ
の
よ
う
な
長
詩
を
胴
っ
て
く

れ
九
o祝
　
登
雲

野
地
潤
家
兄
髭
風
を
吹
い
て
暮
秋
咲
ず
る
は
誰
が
子
ぞ

征
途

大
君
の
/
し
こ
の
み
た
て
と
き
は
ひ
立
ち
/
仇
な
す
え
び
す
は
ら
は
む

と
/
征
で
立
つ
空
の
雲
は
る
か
/
風
吹
き
す
さ
ぶ
み
ち
の
く
の
/
春
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は
如
何
に
ぞ
明
け
ゆ
か
む
/
う
つ
ゝ
ま
み
え
て
二
年
を
/
友
垣
む
す
ぶ

そ
れ
も
は
や
¥
f
t
真
に
や
ど
る
つ
ゆ
じ
も
の
/
夢
な
り
け
ら
し
星
あ
か

き
/
し
は
す
の
背
の
酒
盛
に
/
注
き
て
う
た
へ
る
そ
の
あ
し
た
/
君

苗
雲
と
身
を
な
し
て
/
恩
ひ
も
は
る
か
身
も
は
る
か
/
天
が
け
わ
た
る

あ
ら
わ
し
の
/
征
き
て
か
へ
ら
ぬ
つ
は
も
の
の
/
一
途
ぞ
今
の
命
な
れ

/
か
へ
り
み
す
れ
ば
事
し
げ
き
/
二
十
余
年
の
生
な
り
き
/
谷
間
に

生
ふ
る
杉
酉
の
/
雲
を
の
ぞ
み
て
立
ち
き
ほ
ふ
/
そ
の
山
中
に
生
れ
出

で
/
四
時
清
涼
の
気
に
ふ
れ
つ
/
春
噂
く
烏
に
う
た
ひ
そ
め
/
秋
立

つ
芸
に
あ
は
れ
知
る
/
な
は
き
を
わ
か
き
命
に
て
/
荒
波
こ
ゆ
る
若
竹

の
/
り
ゝ
し
く
拓
き
文
夫
と
/
あ
ゝ
ま
す
ら
を
と
生
ひ
立
ち
て
/
ち

は
れ
も
探
き
人
の
身
や
/
君
が
ま
こ
と
を
と
ら
へ
し
は
/
み
だ
れ
て
あ

つ
き
胸
の
火
に
/
ふ
る
ゝ
涙
の
恋
な
り
き
/
う
る
は
し
人
を
お
も
か
げ

に
/
七
位
を
か
け
て
恋
ふ
る
と
ふ
/
か
な
し
き
も
の
は
恋
な
れ
や
/

月
の
く
ま
な
き
秋
の
夜
を
/
海
辺
に
よ
す
る
波
音
に
/
思
ひ
を
の
ぶ
る

そ
れ
も
ま
た
/
み
ぞ
れ
に
浮
ぶ
ま
ぼ
ろ
し
の
/
人
恋
ひ
し
た
ふ
身
な
れ

ば
か
/
さ
れ
ば
落
葉
と
身
を
な
し
て
/
風
に
吹
か
れ
て
ひ
る
が
へ
り
/

思
ひ
み
だ
れ
て
み
ち
の
く
の
/
宮
城
野
に
ま
で
迷
ひ
き
し
/
そ
の
い
に

L
へ
の
う
た
人
の
/
起
生
の
春
や
今
如
何
に
/
多
情
多
恨
の
人
の
身
の

/
思
ひ
は
昨
に
ま
さ
る
と
も
/
ま
す
ら
を
封
の
門
立
ち
は
/
さ
ば
へ

の
如
き
え
み
す
ら
を
/
微
塵
に
-
だ
き
ち
ら
す
べ
-
/
あ
ゝ
戦
ひ
の
さ

な
か
に
ぞ
/
栄
え
あ
る
空
の
つ
は
も
の
と
/
き
は
ひ
き
ほ
へ
る
若
草
の

/
い
さ
み
い
さ
め
る
ま
す
ら
を
の
/
思
ひ
極
む
る
朝
ば
ら
け

昭
和
十
九
年
歳
お
し
せ
ま
り
て
戦
ひ
い
よ
　
-
　
き
び
し
く
老
若
男
女
国
を

あ
げ
て
醜
虜
を
撃
つ
此
時
に
あ
た
り
災
友
野
地
潤
家
君
空
の
防
人
と
し
て

召
を
う
け
勇
躍
仙
台
に
赴
か
る

旧
交
を
思
っ
て
う
た
ゝ
惜
別
の
情
に
鵜
へ
ず
、
那
熱
緋
を
迅
ね
て
刀
を
送

る
こ
の
長
詩
は
、
奉
苫
巻
紙
に
墨
で
繋
か
れ
て
い
た
。
勤
労
動
員
の
さ
中
'
学

生
生
活
を
共
に
し
て
き
た
心
情
を
さ
ま
ざ
ま
に
こ
め
て
歌
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

仙
台
陸
軍
飛
行
学
校
へ
の
入
校
に
あ
た
っ
て
は
'
肩
に
か
け
て
征
途
に
つ
-

日
の
丸
の
旗
に
'
多
く
の
恩
師
知
友
後
餌
の
人
た
ち
が
寄
せ
雷
き
を
し
て
'
武

運
長
久
を
祈
っ
て
く
れ
た
。
土
井
忠
生
先
生
か
ら
は
万
葉
集
の
歌
の
1
節
を
'

鈴
木
敏
也
(
杜
子
夜
)
先
生
か
ら
は
「
天
期
る
鴫
の
巽
や
神
の
春
」
の
句
を
'

藤
原
与
7
先
生
か
ら
は
「
純
芙
」
の
こ
と
ば
を
'
そ
れ
ぞ
れ
記
し
て
い
た
だ
い

た
。
さ
ら
に
、
中
島
光
風
・
江
藤
保
定
・
木
原
茂
・
服
部
梶
蔵
・
大
井
章
・
井

上
正
敏
・
磯
貝
英
夫
・
森
本
正
1
・
深
見
正
夫
・
清
瀬
良
T
・
捕
武
彦
・
福
島

克
次
・
田
中
正
治
・
鈴
木
淳
一
・
藤
田
英
夫
・
向
井
呂
極
・
田
中
晋
・
飯
豊
毅

一
・
坂
上
彦
E
I
郎
・
森
下
店
三
・
桑
原
英
昭
・
佐
藤
稔
・
糸
井
寛
一
・
乾
究
・

岡
田
実
・
阿
部
功
・
小
泉
公
光
・
中
村
亮
・
貝
松
・
種
椛
正
徳
・
今
中
武
夫
の

み
な
さ
ん
に
も
は
げ
ま
し
と
別
れ
の
こ
と
ば
を
も
ら
っ
た
。

生
き
て
再
び
広
島
に
帰
っ
て
-
る
こ
と
は
な
い
と
の
思
い
が
つ
よ
く
'
昭
和

一
四
年
二
九
三
九
)
広
島
の
地
に
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
つ
な
が
り
あ
う
こ
と

の
で
き
た
、
多
-
の
人
々
と
の
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
や
が
て
仙
台
へ
と
向
か
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

昭
和
二
〇
年
二
九
四
五
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
歳

7
月
四
日
'
近
古
を
し
た
た
め
て
四
国
の
山
村
の
わ
が
家
を
た
ち
'
広
島
へ

向
か
う
。
途
中
'
呉
市
に
住
ん
で
い
た
次
姉
(
花
子
)
　
の
う
ち
に
寄
り
'
ま
た

広
島
で
は
岡
本
明
先
生
の
お
宅
に
う
か
が
っ
て
'
別
れ
の
ご
あ
い
V
J
つ
を
し
た
。

665



「
ま
す
ら
を
と
出
で
た
つ
潤
家
ほ
ほ
染
め
て
う
ら
ひ
め
し
恋
言
ひ
た
る
あ
は
れ
」

「
再
び
は
見
る
こ
と
な
け
ん
も
の
の
ふ
の
潤
家
の
ま
み
に
向
か
ふ
夕
ぐ
れ
」
'

岡
本
明
先
生
は
'
そ
の
折
の
こ
と
を
こ
の
よ
う
に
詠
ん
で
く
だ
さ
っ
た
。
種
桁

正
純
氏
の
下
宿
に
も
よ
り
'
名
古
屋
市
内
に
あ
っ
た
種
桁
正
徳
氏
の
家
に
T
泊

し
、
や
が
て
初
め
て
白
河
の
間
を
準
え
、
7
月
九
日
の
夜
は
'
岩
沼
駅
前
の
旅

館
に
泊
ま
っ
た
0
　
7
月
7
0
日
'
陸
軍
特
別
甲
種
幹
部
供
祁
生
と
し
て
仙
台
陸

軍
飛
行
学
校
に
入
る
。
第
六
中
隊
第
四
区
隊
(
窮
爆
撃
機
九
七
重
の
整
備
一
に

配
軍
さ
れ
る
。
中
隊
長
は
陸
士
出
身
の
内
田
少
佐
へ
区
隊
長
は
雨
森
1
栄
少
尉
'

区
隊
附
は
初
め
青
木
(
早
稲
田
大
学
出
身
)
　
見
習
士
官
へ
　
つ
い
で
阿
部
(
東
大

独
文
出
身
)
見
習
士
官
で
あ
っ
た
。
八
月
二
五
日
'
同
校
在
学
中
、
終
戦
に
よ

っ
て
役
員
す
る
。
復
員
時
は
軍
曹
で
あ
っ
た
。
広
島
市
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ

れ
た
こ
と
は
'
仙
台
陸
軍
飛
行
学
校
の
疎
開
先
'
白
石
町
郊
外
の
福
岡
国
民
学

校
の
宿
舎
で
知
る
。

九
月
二
九
日
'
広
島
文
別
科
大
学
文
学
科
(
国
語
学
国
文
学
専
攻
)
卒
業
。

昭
和
二
7
年
　
二
九
四
六
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
歳

自
:
」
>
(
愛
媛
H
t
喜
多
郡
菅
E
E
村
大
字
大
竹
)
　
で
待
機
L
t
国
語
教
育
に
つ
い

て
の
考
を
甘
古
き
つ
け
た
り
'
松
山
市
の
仲
田
庸
幸
先
生
宅
の
読
書
会
(
「
お
く

の
は
そ
道
」
を
中
心
と
し
た
一
に
月
1
回
参
加
し
た
り
す
る
。
昨
年
八
月
二
五

日
復
員
し
て
郷
里
に
帰
っ
て
来
て
か
ら
の
7
年
間
'
自
宅
で
の
久
し
ぶ
り
の
勉

強
は
'
後
に
い
ろ
い
ろ
の
意
味
で
役
立
つ
こ
と
が
多
か
っ
た
。

父
'
仲
田
庸
率
先
生
の
お
伴
を
し
て
'
令
息
幸
文
ち
ゃ
ん
と
と
も
に
'
石
槌

に
/
-
'
‖
O
.

八
月
二
〇
日
、
昭
和
二
1
年
勅
令
第
二
百
六
十
三
号
に
よ
り
適
格
と
判
定
さ

れ
る
(
愛
媛
以
教
員
適
格
審
査
委
員
長
)
。
同
日
付
で
'
地
方
教
官
に
任
ぜ
ら

れ
'
愛
媛
以
立
松
山
城
北
高
等
女
学
校
に
勤
め
る
。
昭
和
二
7
年
度
の
第
二
学
.

期
・
第
三
学
期
'
二
年
生
四
ク
ラ
ス
　
(
松
・
竹
・
梅
・
桜
)
の
国
語
の
授
業
を

担
当
し
'
は
か
に
専
攻
科
の
授
柔
に
も
出
る
。
当
時
は
三
津
浜
の
叔
父
(
父
方
)

村
上
甚
作
の
家
に
下
宿
し
て
い
た
。

昭
和
二
二
年
二
九
四
七
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
歳

三
月
三
〇
日
'
重
信
1
枝
(
父
花
信
雄
三
郎
'
母
菅
代
の
次
女
)
　
(
当
時
は

愛
探
県
立
松
山
城
北
高
女
に
勤
め
へ
家
庭
科
担
当
'
同
僚
で
あ
っ
た
。
)
　
と
紀

的
L
t
三
津
浜
の
下
柄
か
ら
松
山
市
平
井
へ
移
り
住
む
。
結
婚
後
、
7
枝
は
背

年
師
範
学
校
に
移
っ
た
。

四
月
か
ら
、
三
年
(
新
制
中
学
校
へ
切
り
撃
与
ら
れ
る
。
)
　
五
学
級
一
松
・

竹
・
梅
・
桜
・
菊
　
u
s
八
名
の
国
語
科
を
担
当
す
る
。
ま
た
'
梅
組
の
学
級

主
任
を
つ
と
め
る
。
九
月
六
日
'
父
伊
佐
夫
死
去
。

昭
和
二
三
年
二
九
四
八
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
歳

三
月
九
日
'
長
男
澄
曙
生
ま
れ
る
。
三
月
三
7
日
'
文
部
教
官
に
任
ぜ
ら
れ
'

母
校
広
島
高
等
師
範
学
校
に
勤
め
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
年
の
四
月
入
学
の
学

年
の
担
任
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
高
等
師
範
学
校
で
は
'
1
年
生
に
「
古
今
和
歌

張
」
'
二
年
生
に
「
平
家
物
語
」
・
「
近
松
蛸
詰
物
浄
瑠
璃
」
へ
三
年
生
に
「
古
節

記
」
の
講
読
を
担
当
し
た
。
別
に
二
年
生
に
「
文
学
概
論
」
へ
三
年
生
に
「
国
語

科
教
育
法
」
へ
四
年
生
に
「
芸
術
論
史
」
な
ど
の
講
義
を
し
た
。

昭
和
二
四
年
　
二
九
四
九
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
歳

五
月
二
五
日
、
広
島
高
等
師
範
学
校
教
授
に
禰
せ
ら
れ
る
。
新
制
広
島
大
学

醍圃iBPtfc

1
　
7
月
か
ら
翌
昭
和
二
五
年
二
九
五
〇
)
七
月
ま
で
'
勤
務
の
余
暇
'
勤

労
青
年
の
た
め
に
開
設
さ
れ
た
速
記
学
校
(
初
級
・
中
級
・
上
級
)
に
通
い
'
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速
記
=
術
を
習
得
し
て
'
子
ど
も
(
長
男
泣
昭
を
は
じ
め
と
し
て
'
次
男
冊
樹
'

妓
女
玲
子
ら
)
　
の
こ
と
ば
の
採
録
に
輝
見
る
。

昭
和
二
五
年
二
九
五
〇
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
歳

1
月
〓
ハ
日
'
次
男
照
樹
、
広
島
市
基
町
北
区
五
五
〇
に
お
い
て
生
ま
れ
る
。

川
月
か
ら
'
広
島
市
に
あ
る
女
子
商
業
高
校
の
生
徒
た
ち
に
速
記
の
初
歩
を

教
え
る
。
こ
れ
は
昭
和
三
〇
年
三
月
末
ま
で
つ
づ
け
る
。
ま
た
へ
大
下
学
園
祇

園
杭
等
学
校
・
同
併
設
中
学
校
に
出
向
い
て
'
国
語
科
実
地
研
究
を
つ
づ
け
る
。

六
月
二
三
日
'
東
京
都
路
区
氷
川
小
学
校
で
の
文
化
災
会
の
柁
上
へ
芦
田
恵

之
助
先
生
・
古
凹
拡
先
生
に
初
め
て
よ
そ
な
が
ら
お
目
に
か
か
る
。

九
月
二
一
日
'
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
'
東
京
都
日
比
谷
高
校
に
お
い
て

c-v;;式'昭
和
二
六
年
二
九
五
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
7
歳

四
月
7
日
、
広
島
大
学
助
教
授
(
教
育
学
部
)
　
に
配
置
換
え
に
な
り
、
兼
ね

て
広
島
大
学
広
島
高
等
師
範
学
校
教
授
に
補
せ
ら
れ
る
。

教
育
学
部
国
語
科
に
国
語
教
育
研
究
会
が
発
足
す
る
。
西
は
実
氏
の
国
語
教

L
f
E
関
係
の
著
書
を
輪
読
の
対
祭
と
L
t
昭
和
四
三
　
二
九
六
八
一
ま
で
つ
づ
-
0

昭
和
二
七
年
二
九
五
二
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
歳

三
月
末
を
も
っ
て
、
広
島
高
等
師
範
学
校
閉
校
。
担
任
を
つ
と
め
た
穀
後
の

半
v
-
i
r
i
を
近
日
山
十
.

四
月
7
二
日
'
長
女
玲
子
出
生
。
こ
の
夏
か
ら
広
島
大
学
現
職
教
育
一
認
定

調
封
)
　
の
講
師
を
勤
め
る
.
広
島
市
内
は
も
ち
ろ
ん
'
広
島
　
下
の
小
・
中
・

高
の
数
多
く
の
先
生
方
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

一
〇
月
六
日
か
ら
二
月
1
五
日
ま
で
六
週
間
、
上
京
し
て
'
昭
和
二
七
年

度
教
官
指
導
者
講
習
　
-
I
n
W
J
)
　
国
語
科
教
育
を
受
講
す
る
。
講
座
主
事
は

東
京
教
育
大
学
教
授
石
井
庄
司
博
士
で
あ
っ
た
。
六
週
間
に
及
ぶ
国
語
科
教
育

の
講
義
・
討
議
・
研
究
に
よ
る
収
穫
は
大
き
か
っ
た
。

七
月
下
旬
'
国
語
教
育
個
体
史
研
究
を
思
い
立
ち
'
そ
の
構
想
を
固
め
'
や

が
て
み
ず
か
ら
の
松
山
城
北
高
女
に
お
け
る
国
語
科
教
育
の
実
践
展
開
の
記
述

作
業
を
開
始
し
た
。

1
二
月
へ
「
話
し
こ
と
ば
の
教
育
」
(
広
島
プ
リ
ン
ト
社
刊
)
を
刊
行
す
る
.

昭
和
二
八
年
二
九
五
三
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
歳

三
月
二
五
日
新
制
広
島
大
学
の
第
7
回
卒
業
式
挙
行
。
四
月
か
ら
'
安
田
学

閥
幼
稚
閥
教
員
養
成
所
の
講
師
を
勤
め
'
1
般
教
育
「
日
本
文
学
」
の
講
義
を

担
当
す
る
。

こ
の
夏
も
'
広
島
大
学
現
職
教
育
(
認
定
講
習
)
　
の
講
師
を
勤
め
る
。

1
　
1
月
'
「
教
育
諸
仏
の
研
究
」
(
柳
原
書
店
刊
一
を
刊
行
す
る
。

一
二
月
'
昨
夏
か
ら
大
学
で
の
授
業
の
ひ
ま
ひ
ま
に
古
き
つ
づ
け
て
き
た
国

語
教
育
個
体
史
研
究
の
記
述
を
終
え
る
。
記
述
に
あ
た
っ
て
は
'
佐
々
木
(
の

ち
'
伊
形
と
改
姓
一
悦
子
さ
ん
の
学
習
ノ
ー
ト
を
借
り
て
引
用
す
る
こ
と
と
し
た
0

昭
和
二
九
年
二
九
五
四
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
歳

四
月
'
長
男
鐙
晴
、
広
島
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
に
入
学
す
る
。
六
年

間
、
田
辺
7
　
1
先
生
に
担
任
し
て
い
た
だ
-
。
七
月
か
ら
'
長
男
苦
闘
の
こ
と

ば
　
(
対
話
生
活
一
を
記
録
し
た
カ
ー
ド
を
整
糾
し
'
そ
の
実
態
の
記
述
作
業
を

開
始
す
る
。

1
方
'
「
国
語
教
育
個
体
史
研
究
」
　
m
・
H
・
H
)
を
'
三
月
'
六
月
、
九

月
に
、
白
鳥
社
に
お
い
て
印
刷
'
三
〇
〇
部
限
定
出
版
と
す
る
。
郷
里
の
杉
山

の
杉
の
木
(
か
つ
て
父
が
苦
労
し
て
育
て
た
)
を
売
っ
て
印
刷
費
を
捻
出
し
た
。

昭
和
三
〇
年
二
九
五
五
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
歳
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四
月
7
日
か
ら
広
島
大
学
文
学
部
助
教
授
併
任
。
第
三
講
座
近
世
文
学
の
演

習
の
一
つ
を
担
当
し
'
芭
燕
の
「
お
-
の
は
そ
迅
」
を
と
り
上
げ
る
。

昭
和
三
一
年
二
九
五
六
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
歳

三
月
'
「
国
語
数
百
-
個
体
史
研
究
I
」
(
光
風
出
版
刊
)
を
刊
行
す
る
。

四
月
1
日
か
ら
広
島
大
学
文
学
部
助
教
授
併
任
。
ひ
き
つ
づ
き
'
「
お
く
の

は
そ
道
」
を
担
当
す
る
。
安
田
女
子
短
期
大
学
保
育
科
の
講
師
と
し
て
'
1
般

教
討
「
日
本
文
学
」
を
担
当
す
る
。
後
に
は
'
「
言
語
の
保
育
」
を
も
担
当
し

た
。
昭
和
五
〇
年
　
二
九
七
五
)
　
三
月
ま
で
つ
づ
け
た
。

四
月
、
次
男
照
租
'
広
島
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
に
入
学
す
る
。

山
根
安
太
郎
先
生
(
教
室
主
任
)
は
教
育
学
部
東
雲
分
校
へ
'
清
水
文
雄
教

一

.
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凹
月
か
ら
'
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
育
学
専
攻
(
国
語
科
教
育
'

修
士
諜
程
)
に
北
岡
清
道
岩
が
初
め
て
入
学
す
る
。

五
月
'
こ
の
年
三
月
二
五
日
に
卒
業
し
た
国
語
科
の
有
志
(
昭
和
二
七
年
度

入
学
生
)
が
二
七
会
と
称
す
る
読
書
会
を
始
め
る
。
毎
月
ど
の
日
曜
日
か
の
午

後
集
ま
っ
て
半
日
夏
日
淑
石
の
作
品
を
読
む
こ
と
に
な
り
'
助
言
者
と
し
て
招

か
れ
る
。
「
三
四
郎
」
か
ら
輪
読
を
始
め
た
。
こ
の
二
七
会
は
爾
来
ず
っ
と
つ

つ
け
ら
れ
、
現
在
(
昭
和
五
五
年
九
月
)
に
至
っ
て
い
る
。

五
月
'
第
一
二
回
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
・
第
六
回
全
国
国
語
教
育
研
究

協
議
会
(
広
島
大
全
が
広
島
大
学
な
ら
び
に
広
島
市
内
の
小
・
中
・
高
を
会

場
に
閃
か
れ
る
0
そ
の
事
務
局
の
仕
事
を
担
当
す
る
。

昭
和
三
二
年
二
九
五
七
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
歳
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.
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∴
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の
調
査
研
究
か
ら
始
め
る
。

T
〇
月
か
ら
'
文
学
部
助
教
授
併
任
。
後
、
昭
和
四
〇
年
二
九
六
五
二
二

月
末
ま
で
'
文
学
部
助
教
授
併
任
。
「
お
-
の
は
そ
道
」
も
夏
目
轍
石
三
部
作

「
三
四
郎
」
　
「
そ
れ
か
ら
」
「
門
」
'
「
芭
煎
七
郎
集
」
　
(
主
と
し
て
へ
「
猿
蓑
」

「
炭
俵
」
)
　
の
演
習
を
担
当
し
た
。

学
図
(
学
校
図
E
G
)
　
の
小
学
校
国
語
教
科
吉
の
編
修
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
る
。

昭
和
三
三
年
二
九
五
八
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
歳

六
月
'
妻
一
枝
'
子
ど
も
た
ち
三
人
(
泣
晴
・
照
樹
・
玲
子
一
を
通
れ
て
、

広
島
市
郊
外
楽
々
園
に
遊
び
、
や
や
高
い
と
こ
ろ
か
ら
飛
び
降
り
て
骨
折
を
し
'

大
内
外
科
病
院
に
入
院
す
る
.

八
月
'
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
、
札
幌
市
に
お
い
て
開
か
れ
る
。
芦
田
恵

之
助
の
こ
と
を
と
り
上
げ
て
発
表
す
る
。
帰
途
、
小
樽
駅
に
途
中
下
車
し
、
芦

田
恵
之
助
翁
の
高
弟
沖
垣
兜
氏
の
お
宅
な
ら
び
に
緑
小
学
校
を
訪
ね
る
。
沖
垣

寛
氏
小
樽
駅
ま
で
見
送
っ
て
-
だ
さ
り
'
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
い
た
だ
く
。
暑

さ
の
申
'
ご
芳
情
を
感
謝
し
っ
つ
帰
途
に
つ
く
。

1
0
月
'
島
根
;
J
t
益
田
市
束
中
学
校
に
お
い
て
二
年
生
に
「
榔
子
の
実
」
(
近

代
詩
)
　
の
授
業
を
す
る
3
こ
の
時
へ
初
め
て
坐
席
.
g
写
真
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ

め
生
徒
た
ち
の
顔
と
登
別
と
を
全
部
お
ぼ
え
て
教
室
に
臨
む
.

昭
和
三
四
年
二
九
五
九
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
歳

四
月
'
長
女
玲
子
'
広
島
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
に
入
学
す
る
。

六
月
二
日
'
姉
ツ
ル
エ
逝
く
。

七
月
下
旬
へ
教
育
学
部
四
年
生
の
有
志
に
誘
わ
れ
て
'
九
州
九
前
山
に
登
る
。

八
月
四
日
'
長
男
澄
肺
の
「
幼
児
期
の
言
語
生
活
の
実
態
」
の
記
述
を
完
了

す
る
。
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こ
の
年
'
長
谷
川
孝
士
氏
を
助
け
'
森
本
正
7
氏
ら
と
と
も
に
'
中
学
校
国

語
三
省
堂
)
　
の
編
修
の
仕
輔
を
'
学
部
卒
業
生
杉
原
一
の
ち
、
大
崎
と
改
姓
)

康
子
さ
ん
の
助
力
を
受
け
つ
つ
手
伝
う
。

こ
の
年
か
ら
'
近
代
国
語
教
育
年
表
作
成
の
た
め
、
本
格
的
な
調
査
に
か
か

る
。
昭
和
三
五
年
二
九
六
〇
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
歳

八
月
'
「
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
論
文
目
録
」
(
広
島
大
学
教
育
学
部
国
語

教
育
研
究
室
刊
)
　
が
刊
行
さ
れ
る
。

八
月
'
「
徒
然
草
教
育
問
題
火
-
戦
前
の
旧
制
中
学
校
・
女
学
校
を
中
心
に

I
」
を
古
き
上
げ
る
.

昭
和
三
六
年
二
九
六
二

三
月
'
「
国
語
教
育
学
研
究
」
(
白
-
^
-
<
社
刊
)
を
刊
行
す
る
o

四
7
歳

五
月
1
日
へ
実
践
国
語
研
究
所
　
(
所
長
西
原
慶
一
氏
)
　
か
ら
垣
内
松
三
賞
を

受
け
る
。
受
賞
式
は
八
月
東
京
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

八
月
'
広
島
市
小
学
校
国
語
教
育
会
の
夏
季
講
座
(
合
楢
研
究
)
が
広
島
県

佐
伯
郡
投
の
山
氾
泉
(
白
雲
閥
)
　
で
開
か
れ
'
「
マ
リ
I
の
き
て
ん
」
(
垣
内
松

三
教
授
の
論
考
)
に
つ
い
て
講
靖
を
す
る
。
昭
和
三
八
年
へ
三
九
年
'
四
丁
年

を
除
き
、
通
年
こ
の
講
座
に
出
講
し
、
そ
の
つ
ど
テ
ー
マ
を
考
え
て
'
講
演
を

重
ね
て
専
た
。

昭
和
三
七
年
二
九
六
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
歳

七
月
'
広
島
大
学
昭
和
三
七
年
度
学
校
図
書
館
司
古
教
諭
講
習
の
講
師
を
勤

め
へ
読
書
指
導
を
担
当
す
る
。

1
二
月
、
こ
の
月
か
ら
広
島
市
内
小
学
校
の
先
生
方
有
志
と
毎
月
7
回
集
ま

っ
て
国
語
教
育
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
現
在
(
昭
和
五
五
年
九
月
末
)

に
至
っ
て
い
る
。

昭
和
三
八
年
二
九
六
三
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
歳

二
月
へ
大
村
は
ま
先
生
'
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
-
裳
を
お
受
け
に
な
る
。
教
育
学

部
大
講
義
室
に
て
'
附
属
中
学
校
一
年
C
組
の
生
徒
を
対
象
に
授
業
を
な
さ
っ

m
三
月
7
四
日
'
恩
師
岡
本
明
先
生
、
京
都
の
自
宅
で
な
く
な
ら
れ
る
。
告
別

式
に
参
列
し
、
霊
前
に
お
い
て
先
生
の
お
歌
を
朗
詠
す
る
。

四
月
か
ら
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
担
当
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
今
ま
で

は
輯
習
指
導
を
担
当
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

七
月
末
か
ら
八
月
末
ま
で
1
か
月
、
沖
純
に
認
定
講
習
試
師
団
の
1
月
と
し

て
渡
り
'
名
諜
・
那
覇
の
二
か
所
で
'
「
国
語
科
教
育
法
」
を
担
当
す
る
。

昭
和
三
九
年
二
九
六
四
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
歳

八
月
一
〇
日
へ
岡
本
明
先
生
の
歌
辞
が
先
生
の
生
家
(
京
都
府
桑
田
郡
美
山

町
鶴
ケ
岡
豊
郷
)
　
の
庭
に
建
立
さ
れ
'
除
幕
式
に
参
列
す
る
。
歌
辞
に
刻
ま
れ

た
歌
、
ふ
る
さ
と
の
吾
家
は
し
た
し
梁
の
太
-
黒
き
を
仰
ぎ
つ
つ
寝
る
一
昭
和

1
0
年
作
)
を
'
秤
の
前
で
二
回
朗
詠
す
る
。

帰
り
'
京
都
市
嵯
峨
の
亀
山
寧
君
の
家
に
案
内
さ
れ
'
ば
ら
づ
く
り
を
始
め

て
'
す
ぐ
れ
た
実
績
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
る
。

1
0
月
'
昭
和
二
七
年
秋
'
長
男
澄
昭
が
も
ら
っ
て
き
て
育
て
て
き
た
'
-

イ
(
ね
こ
)
が
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
開
会
式
の
日
の
前
夜
へ
一
枝
ら
に
み
と
ら
れ
つ

つ
な
く
な
る
。

二
月
へ
ひ
と
ま
ず
「
近
代
国
語
教
育
年
表
Ⅱ
大
正
的
」
を
刊
行
す
る
。

昭
和
四
〇
年
二
九
六
五
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
歳

四
月
か
ら
広
島
大
学
教
育
学
部
東
雲
分
校
講
師
に
併
任
さ
れ
'
前
期
は
「
日
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木
文
学
史
」
'
柊
期
は
「
徒
然
草
」
の
損
習
を
担
任
す
る
。

八
月
下
旬
か
ら
二
1
月
初
旬
ま
で
、
中
国
新
聞
コ
ラ
ム
〟
灯
浮
標
〃
に
1
〇

回
随
想
を
載
せ
る
.

昭
和
四
1
年
　
二
九
六
六
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
歳

山
根
安
太
郎
先
生
ご
退
官
の
た
め
'
ず
っ
と
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
「
国
語

数
日
火
」
の
講
義
を
引
き
継
ぎ
'
中
t
.
)
国
語
教
育
史
を
中
心
に
講
ず
る
。

九
月
'
学
位
請
求
論
文
「
近
代
国
語
教
育
史
研
究
」
正
式
に
受
理
さ
れ
、
一

二
月
七
日
'
広
島
大
学
か
ら
教
育
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
。

昭
和
四
二
年
　
二
九
六
七
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
歳

二
月
'
高
知
大
学
教
育
学
部
に
お
い
て
集
中
講
義
を
行
う
Q
芦
田
恵
之
助
の

実
践
株
式
の
研
究
を
中
心
に
進
め
た
。

四
月
1
日
'
広
島
大
学
教
育
学
部
教
授
。
清
水
文
雄
博
士
ご
退
官
の
あ
と
を

受
け
て
、
国
語
科
の
教
室
主
任
を
勤
め
る
。

四
月
'
久
し
ぶ
り
に
故
郷
の
生
家
に
帰
り
、
年
老
い
た
母
の
そ
ば
で
し
ば
ら

く
の
時
を
過
ご
し
た
。
学
位
を
受
け
た
こ
と
'
教
授
に
な
っ
た
こ
と
を
も
'
あ

わ
せ
報
告
し
っ
つ
'
長
い
年
月
母
の
注
い
で
-
れ
た
温
情
を
思
い
'
胸
が
い
っ

ぱ
い
に
な
る
。

八
月
、
昭
和
四
二
年
度
広
島
大
学
学
校
国
吉
餌
司
か
教
諭
講
習
の
講
師
を
勤

め
'
利
用
指
導
・
読
書
指
導
を
担
当
す
る
。

一
〇
月
か
ら
'
広
島
大
学
文
学
部
講
師
に
併
任
さ
れ
'
「
平
談
俗
語
」
の
問

題
を
と
り
上
げ
る
。

二
月
1
八
日
'
母
サ
ツ
キ
逝
-
。
計
報
を
出
張
先
の
大
分
市
の
宿
で
夜
半

慢
E
r
a昭
和
四
三
年
　
二
九
六
八
)

四
八
歳

六
月
二
八
日
へ
広
島
大
学
厚
生
委
員
会
委
員
を
命
せ
ら
れ
る
。

こ
の
年
'
七
月
'
広
島
県
坂
町
坂
中
学
校
三
年
生
に
論
説
文
の
実
地
授
業
を
'

同
じ
く
七
月
、
島
根
E
i
t
出
雲
市
河
南
中
学
校
三
年
生
に
作
文
の
実
地
授
業
を
t

I
 
l
月
、
新
潟
県
吉
田
町
吉
田
中
学
校
1
年
生
に
作
文
の
実
地
授
業
を
行
う
。

ほ
か
に
、
小
学
校
高
学
年
(
五
年
・
六
年
)
　
の
実
地
授
業
を
'
島
根
県
・
長
崎

E
j
t
で
行
っ
た
。

昭
和
四
四
年
二
九
六
九
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
歳

広
島
大
学
紛
争
激
化
し
'
東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
封
鎖
さ
れ
て
、
授
業
が
行

え
な
い
状
態
に
入
る
。

七
月
、
昭
和
二
三
年
二
九
四
八
)
四
月
以
来
住
み
慣
れ
て
い
た
'
広
島
市

基
町
北
区
五
五
〇
か
ら
広
島
県
安
佐
郡
安
古
市
町
上
安
弘
位
団
地
二
〇
に
移

ち
.
念
願
だ
っ
た
雷
臆
を
も
つ
こ
と
も
で
き
て
'
教
育
学
部
の
研
究
室
に
置
い

て
い
た
自
分
の
古
物
を
初
め
て
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

八
月
一
七
日
'
封
鎖
解
除
。
広
島
大
学
教
育
学
部
警
備
班
長
を
勤
め
る
。

九
月
二
四
日
'
広
島
大
学
厚
生
委
員
会
委
員
長
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
任
期
は
昭

和
四
五
年
六
月
二
七
日
ま
で
。
飯
島
宗
1
学
長
と
も
直
接
話
し
合
う
機
会
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
長
野
県
諏
訪
中
学
校
1
年
生
の
折
、
井
上
敏
夫
教
諭

(
現
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
一
に
国
語
を
教
え
ら
れ
た
と
い
う
話
を
き
-
0

昭
和
四
五
年
二
九
七
〇
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
歳

四
月
1
日
'
広
島
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
長
に
併
任
さ
れ
、
の
ち
、
昭

和
四
七
年
二
九
七
二
)
　
四
月
再
任
さ
れ
て
'
昭
和
四
九
年
三
月
末
日
ま
で
勤

め
る
。1
二
月
七
日
か
ら
T
二
日
ま
で
'
沖
縄
へ
'
国
語
教
育
の
臨
地
調
査
の
た
め
'

大
学
院
生
中
例
正
弗
ガ
と
と
も
に
渡
る
。
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一
二
月
'
長
女
玲
子
が
も
ら
っ
て
き
て
飼
っ
て
い
た
、
親
ね
こ
の
チ
ビ
が
急

に
な
く
な
る
。
子
ね
こ
の
た
ま
　
(
五
月
生
ま
れ
)
　
だ
け
が
残
る
こ
と
に
な
る
。

昭
和
四
六
年
二
九
七
二

五
1
歳

六
月
、
文
集
「
源
平
桃
」
　
(
文
化
評
論
出
版
刊
)
　
を
刊
行
す
る
。

七
月
'
昭
和
四
六
年
度
学
校
図
番
館
司
書
教
諭
講
習
講
師
を
勤
め
へ
利
用
指

導
・
読
雷
指
導
を
担
当
す
る
。

昭
和
四
七
年
二
九
七
二
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
歳

広
島
大
学
教
養
部
講
師
に
併
任
さ
れ
'
総
合
科
目
の
7
部
を
担
当
す
る
。

六
月
'
芦
田
恵
之
助
研
究
同
好
会
発
足
。
広
島
市
内
の
小
学
校
の
先
生
方
有

志
と
と
も
に
芦
田
恵
之
助
の
綴
り
方
教
授
関
係
の
召
物
を
月
1
回
輪
読
し
て
'

現
在
一
昭
和
五
五
年
九
月
末
)
　
に
至
っ
て
い
る
。

七
月
'
「
作
文
教
育
の
探
究
」
　
(
文
化
評
論
出
版
刊
)
　
を
刊
行
す
る
。

八
月
'
広
島
高
師
卒
業
三
〇
周
年
記
念
同
期
会
・
同
級
会
を
開
-
。
古
田
敬

1
教
授
　
(
文
学
部
)
　
と
と
も
に
世
話
係
を
勤
め
る
.

昭
和
四
八
年
二
九
七
三
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
歳

三
月
中
旬
へ
九
州
大
学
教
育
学
部
に
お
い
て
、
集
中
講
義
「
国
語
科
教
育
法
」

を
担
当
す
る
。
受
講
者
は
文
学
部
の
学
生
諸
君
で
あ
っ
た
。

広
島
大
学
教
養
部
講
師
に
併
任
さ
れ
へ
総
合
科
目
の
1
部
を
担
当
す
る
3

四
月
、
「
幼
児
期
の
言
語
生
活
の
実
態
Ⅱ
」
　
(
文
化
評
論
出
版
刊
)
　
を
刊
行

す
る
。
長
男
鐙
曙
満
二
歳
期
の
言
語
生
活
の
実
態
を
記
述
し
た
も
の
。
爾
後
'

「
幼
児
期
の
言
語
生
活
の
実
態
Ⅱ
」
を
昭
和
四
九
年
一
〇
月
に
'
同
じ
-
Ⅳ
巻

を
昭
和
五
1
年
7
月
に
、
同
じ
-
工
巻
を
昭
和
五
二
年
丁
二
月
に
刊
行
し
、
仝

四
巻
を
完
結
さ
せ
た
。

七
月
中
旬
'
岡
山
大
学
教
育
学
部
に
お
い
て
集
中
講
義
を
す
る
。
「
田
語
数

青
史
」
を
講
じ
た
。

1
0
月
1
日
'
広
島
大
学
統
合
移
転
・
改
革
に
関
す
る
赴
本
計
画
委
員
会
委

員
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
二
月
〓
ハ
日
、
基
本
計
画
委
員
会
研
究
・
教
育
体
制
専

門
委
員
会
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

1
0
月
へ
「
読
解
指
導
論
」
(
共
文
社
刊
)
　
を
刊
行
す
る
。
二
月
に
は
、
す
で

に
「
国
語
教
育
原
論
」
　
(
共
文
社
刊
)
　
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。

7
　
1
月
'
第
四
回
博
報
賞
を
妻
一
枝
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
す
る
.

昭
和
四
九
年
二
九
七
四
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
歳

三
月
へ
広
島
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
長
を
任
期
満
了
に
よ
り
退
く
。

四
月
1
日
へ
広
島
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校
長
に
桝
任
さ
れ

る
。
昭
和
五
1
年
四
月
再
任
さ
れ
'
昭
和
五
三
年
三
月
末
ま
で
勤
め
る
。

八
月
'
第
l
回
石
井
貿
(
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
)
　
を
受
け
る
。

九
月
'
「
国
語
教
育
学
史
」
・
「
国
語
教
育
通
史
」
(
と
も
に
共
文
社
刊
)
　
を
刊

行
す
る
。
一
二
月
'
「
話
し
こ
と
ば
学
習
論
」
(
共
文
社
刊
)
　
を
刊
行
す
る
。

昭
和
五
〇
年
二
九
七
五
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
歳

四
月
'
広
島
大
学
教
育
学
部
附
属
中
高
等
学
校
創
立
七
〇
周
年
記
念
式
山
ハ
挙

行
。五
月
、
「
作
文
指
導
論
」
(
共
文
社
刊
)
を
刊
行
L
t
「
国
語
教
育
研
究
哉
討
」

全
六
巻
完
結
を
み
る
。

七
月
'
歌
集
「
柿
照
葉
」
　
(
瑛
水
社
刊
一
を
刊
行
す
る
3
広
島
高
師
時
代
に

家
庭
教
師
を
し
た
森
岡
千
代
子
の
被
爆
死
を
悼
む
挽
歌
三
〇
〇
首
を
収
め
た
も

の
。
歌
集
刊
行
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
千
代
子
の
母
親
現
代
さ
ん
と
三
〇
舛

ぶ
り
に
再
会
す
る
。
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昭
和
五
7
年
二
九
七
六
)

五
六
歳

四
月
1
日
'
広
島
大
学
評
議
員
に
併
任
さ
れ
る
Q

六
月
'
「
国
語
科
授
業
論
」
(
共
文
社
刊
)
を
刊
行
す
る
。

九
月
'
岡
山
大
学
教
育
学
部
に
お
い
て
「
国
語
教
育
史
」
　
(
集
中
講
義
)
香

講
ず
る
。
二
月
五
日
、
小
学
校
家
庭
科
教
育
全
国
大
会
に
お
い
て
、
「
生
活
づ
く
り

へ
の
知
恵
と
教
育
I
 
r
た
ペ
る
こ
と
』
を
ど
う
学
ぶ
か
-
」
と
題
し
て
講
演

(
広
島
市
公
会
堂
)
。

広
島
大
学
教
育
学
部
改
組
の
た
め
へ
ま
た
そ
れ
に
伴
う
同
附
屑
学
校
の
将
来

構
想
等
の
た
め
へ
小
委
員
長
・
座
長
等
を
勤
め
る
。

昭
和
五
二
年
二
九
七
七
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
歳

1
0
月
7
日
'
広
島
大
学
評
議
員
に
併
任
さ
れ
る
　
(
任
期
は
昭
和
五
E
I
年
九

月
三
〇
日
ま
で
)
0

一
〇
月
二
六
日
'
大
村
は
ま
先
生
教
職
五
〇
年
記
念
大
会
玩
波
大
学
附
属

小
学
校
講
堂
)
に
お
い
て
「
国
語
教
育
史
上
か
ら
見
た
大
村
教
室
の
某
紙
」
と

題
し
て
講
浜
。

昭
和
五
三
年
　
二
九
七
八
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
歳

三
月
末
を
も
っ
て
'
広
島
大
学
教
育
学
部
附
属
中
高
等
学
校
長
(
併
任
)
任

期
満
了
と
な
る
。

附
属
小
学
校
長
在
任
中
四
年
間
に
'
学
校
長
と
し
て
行
っ
た
あ
い
さ
つ
・
話

な
ど
は
、
児
童
・
教
官
・
保
讃
者
・
研
究
会
参
加
者
等
に
対
し
て
'
す
べ
て
三

八
五
回
に
の
ぼ
っ
た
。

ま
た
'
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校
長
在
任
中
四
年
間
に
行
っ
た
'
あ
い
さ
つ

・
話
な
ど
は
'
す
べ
て
四
六
七
回
に
の
ぼ
っ
た
Q

附
属
中
・
高
等
学
校
の
ば
あ
い
'
生
徒
た
ち
を
対
象
に
行
っ
た
話
・
あ
い
さ

っ
な
ど
は
'
年
平
均
五
三
回
で
あ
り
、
教
官
・
保
諜
者
・
同
窓
会
且
等
を
対
象

に
行
っ
た
あ
い
さ
つ
・
講
話
な
ど
は
'
年
平
均
六
二
回
で
あ
っ
た
。

六
月
一
七
日
、
広
島
大
学
教
育
学
部
改
組
に
よ
り
へ
従
来
の
高
等
学
校
教
員

養
成
課
程
は
教
科
教
育
学
科
に
編
成
軍
㌔
国
語
科
は
国
語
教
育
学
(
大
講
座
)

と
な
り
'
国
語
教
育
学
を
担
当
す
る
。
同
じ
-
六
月
一
七
日
'
広
島
大
学
附
属

学
校
部
長
に
併
任
さ
れ
'
昭
和
五
五
年
三
月
ま
で
勤
め
る
。
H
附
属
校
園
を

か
か
え
た
附
属
学
校
部
の
運
営
を
軌
道
に
の
せ
る
た
め
努
め
る
。

1
0
月
'
「
読
書
指
導
相
談
事
典
」
(
共
文
社
刊
'
広
島
市
内
の
小
学
校
国
語

教
育
研
究
会
の
有
志
の
方
々
と
の
共
同
研
究
)
'
「
作
文
指
導
実
践
入
門
」
　
(
共

文
社
刊
'
広
島
市
安
佐
地
区
作
文
教
育
研
究
会
の
方
々
と
の
共
同
研
究
)
を
刊

行
す
る
。
二
月
'
「
個
性
読
み
の
探
究
」
(
共
文
社
刊
)
を
刊
行
す
る
。
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昭
和
五
四
年
　
二
九
七
九
一

7
月
へ
山
根
安
太
郎
先
生
ど
逝
去
に
な
る
Q

五
九
歳

三
月
へ
歌
集
「
遠
山
脈
」
瀕
群
統
三
(
昭
和
一
七
年
六
月
～
七
月
'
附
属
中

学
校
で
教
育
実
習
を
し
た
折
の
指
導
教
官
を
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
)
著
(
演

水
社
刊
)
'
・
石
田
民
生
君
ら
の
尽
力
に
よ
り
刊
行
。

四
月
へ
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
理
事
長
就
任
。

四
月
丁
六
日
'
西
尾
実
先
生
ご
逝
去
に
な
る
。

1
0
月
1
日
へ
広
島
大
学
評
議
員
に
併
任
さ
れ
る
(
任
期
は
五
六
年
九
月
三

〇
日
ま
で
)
0

八
月
'
愛
媛
県
立
松
山
城
北
高
等
女
学
校
の
生
徒
た
ち
(
卒
業
生
)
同
級
会

を
閑
-
。
六
〇
名
の
参
会
者
あ
り
'
「
個
体
史
」
を
め
ぐ
っ
て
な
つ
か
し
む
。



昭
和
五
五
年
二
九
八
〇
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
歳

1
月
へ
　
「
わ
が
心
の
う
ち
な
る
歌
砕
)
　
(
桜
槻
祉
刊
)
を
刊
行
す
る
。

三
月
、
長
男
澄
晴
へ
理
学
博
士
の
学
位
を
受
け
る
　
(
広
島
大
学
)
。
四
月
'
ア

メ
リ
カ
国
立
衛
生
研
究
所
に
研
究
員
と
し
て
勤
め
る
。

昭
和
四
五
年
四
月
か
ら
の
一
〇
年
間
'
附
属
小
学
校
・
中
高
等
学
校
・
附
属

学
校
部
の
仕
事
(
い
ず
れ
も
併
任
)
を
つ
づ
け
て
き
た
が
、
四
月
か
ら
は
'
学

部
の
仕
事
に
専
念
し
う
る
よ
う
に
な
っ
た
.

八
月
二
日
(
月
)
'
妻
一
枝
と
と
も
に
還
磨
祝
賀
会
(
光
糞
会
主
催
)
　
に

招
か
れ
'
心
か
ら
の
祝
意
に
つ
つ
ま
れ
、
感
謝
の
念
あ
ふ
れ
る
。

九
月
1
日
へ
横
山
潤
子
さ
ん
(
附
属
小
学
校
・
中
学
校
二
尚
等
学
校
在
任
時

代
の
児
童
・
生
徒
で
あ
っ
た
)
　
(
芸
大
作
曲
料
在
学
中
)
来
談
。
学
び
始
め
た

新
し
い
世
界
の
息
の
つ
ま
る
よ
う
な
き
び
し
さ
を
語
っ
て
く
れ
る
。

九
月
五
日
晩
方
へ
昭
和
四
五
年
五
月
に
生
ま
れ
'
ず
っ
と
わ
が
家
に
住
み
つ

い
て
い
た
、
ね
こ
　
(
た
ま
)
が
な
-
な
る
。
す
っ
か
り
家
族
の
1
月
の
よ
う
に

過
ご
し
て
い
た
だ
け
に
悲
嘆
の
情
に
沈
む
。

九
月
'
「
話
し
こ
と
ば
教
育
史
研
究
」
(
共
文
社
刊
)
を
刊
行
す
る
。

二
月
七
日
、
第
三
七
回
中
国
文
化
光
(
中
国
新
聞
社
)
受
賞
。

一
昭
和
5
5
年
1
1
月
1
0
日
柄
)

673




